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※平成 26 年度、平成 30 年度は６月補正後
（億円）

一般会計予算額の年度別推移

227.4

平成 30 年度６月補正後予算総額

繰入金
15億8,916万円

寄附金
15億192万円

分担金及び
負担金
4億2,216万円

使用料及び
手数料
3億5,283万円

諸収入ほか
6億911万円

歳　入

●市　税…………�個人と法人の市民税や固定資産税、たば
こ税などです。

●繰入金…………基金や特別会計からの繰入金です。
●寄附金…………�ふるさと応援寄附金など、個人や法人な

どから受ける金銭寄付です。
●分担金及び負担金…災害復旧事業の負担金、保育園の入

所負担金などです。
●使用料及び手数料…施設の使用料、戸籍や住民票の謄・

抄本の手数料などです。
●諸収入ほか……雑入などです。
●地方交付税……�国が徴収した税金から、地方公共団体が

等しく事務を進められるよう一定の基準
で交付されるものです。

●国庫支出金……国からの負担金や補助金です。
●県支出金………県からの負担金や補助金です。
●市　債…………�市が行う事業の財源として、国や金融機

関などから借り入れる借入金です。
●地方譲与税……国税から譲与されるものです。

市税
63億6,310万円

衛生費
17億8,081万円

教育費
19億5,877万円

公債費
20億7,057万円

土木費
16億3,768万円

商工費
5億6,023万円

消防費
11億1,373万円

その他
1億1,603万円

歳出総額
　255 億

5,167 万円

歳　出

農林水産業費
8億332万円

●民生費	����社会福祉や児童福祉、生活保護など市民
の安定した生活を保障する経費です。

●総務費	����企画や男女協働、国際交流など、主に総
務部門に要する経費です。

●公債費	����借入金の返済に要する経費です。
●教育費	����小・中学校などの学校教育や社会教育、

保健体育など教育全般の経費です。
●衛生費	����保健衛生や、ごみの収集・処理などに要

する経費です。
●土木費	����道路や河川、住宅、公園、市街地などの

整備や維持管理に要する経費です。
●消防費	����火災など災害に対応するための経費です。
●農林水産業費	�農林水産業の振興に要する経費です。
●商工費	����商工業や観光の振興に要する経費です。
●議会費	����議会運営に要する経費です。
●その他	����労働費や諸支出金、災害復旧費などです。

議会費
2億6,949万円

地方交付税
57億6,588万円

地方譲与税ほか
14億2,625万円

民生費
102億4,442万円

総務費
49億9,662万円

依存財源
147 億
1,339 万円
 （57.6％）

市債
15億1,530万円

国庫支出金
37億1,018万円

県支出金
22億9,578万円 自主財源

108 億
3,828 万円
 （42.4％）

224.8

255.5248.1

　平成30年度は４年に１度の市長改選の年に当たり、当

初予算は、義務的経費や経常的経費などを中心とした骨格

予算でした。そのため、今回の補正予算では、堅実な行財

政運営を基本としながら、『人づくり』に重点を置き、将

来を見据えた取り組みを推進するための具体的な経費を追

加し、予算の肉付けを行いました。

　また、厳しい財政運営の中で、事業の重要性や緊急性を

考慮し、優先順位を決めるとともに、限られた財源の重点

的かつ効率的な配分に努め、厳選した事業を中心とする予

算編成を行いました。

　その結果、今年度の６月補正後の伊万里市一般会計予算

は、総額で255億5,167万円となり、平成29年度の同

期（６月補正後：255億2,222万円）と比較すると0.1%

の増加となっています。

249.1

一 般 会 計 255億5,167万円
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※平成30年５月末の現在高です。
※主な借入先は、財務省、地方公共団体金融機構、佐賀県、
市中金融機関などです。

表１ 特別会計予算額

表２ 企業会計予算額

表３ 市債現在高

特別会計名 予算額

国 民 健 康 保 険 63億 7,603万円

介 護 保 険 61億 1,187万円

立 花 台 地 開 発 事 業 1,386万円

公 共 下 水 道 事 業 23億　　55万円

農 業 集 落 排 水 事 業 1億 4,859万円

市 営 駐 車 場 1,160万円

後 期 高 齢 者 医 療 14億 2,091万円

計 163億 8,341万円

区 分 水道事業 工業用水道事業

収
益
的
収
支

収 

入
15億 2,698万円 12億 1,168万円

支 

出
15億 2,698万円 12億 1,168万円

資
本
的
収
支

収 

入
6億 8,475万円 7億 2,592万円

支 

出
14億 1,034万円 8億 6,656万円

会計区分 現在高

 一般会計 218億 4,955万円

特
別
会
計

 国民健康保険 2億 5,000万円

 公共下水道事業 101億 1,306万円

 農業集落排水事業 9億 4,076万円

計 331億 5,337万円

会計区分 現在高

企
業
会
計

 水道事業 55億 1,156万円

 工業用水道事業 119億　 503万円

計 174億 1,659万円

■
水
道
事
業
特
別
会
計

安
心
し
て
飲
め
る
水
を
供
給
す

る
た
め
、
水
道
使
用
料
な
ど
を

財
源
に
、
事
業
運
営
や
施
設
整

備
な
ど
を
行
う
会
計
で
す
。

■
工
業
用
水
道
事
業
特
別
会
計

工
業
用
水
を
供
給
す
る
た
め
、

使
用
料
な
ど
を
財
源
に
、
事
業

運
営
や
施
設
整
備
な
ど
を
行
う

会
計
で
す
。

　
建
設
事
業
な
ど
を
行
う
際
に
、
そ

の
財
源
の
一
部
と
し
て
、
国
や
県
、

金
融
機
関
な
ど
か
ら
資
金
を
借
り
入

れ
て
い
ま
す
。
市
債
の
現
在
高
は
、

　
　
　
の
と
お
り
で
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
適
用

を
受
け
る
75
歳
以
上
の
高
齢
者

と
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
が

あ
る
人
か
ら
徴
収
し
た
保
険
料

を
、
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
に
納
付
す
る
会
計

で
す
。

　
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受

け
、
特
別
会
計
の
中
で
も
経
営
成

績
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
次
の
２
つ
の
企
業
会
計
を
設

け
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計

ご
と
の
予
算
額
は
、　
　
　
の
と
お

り
で
す
。

■
立
花
台
地
開
発
事
業
特
別
会
計

公
共
事
業
に
伴
う
代
替
地
供
給

を
目
的
と
し
た
、
宅
地
開
発
を

行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
を
め

ざ
し
、
下
水
道
の
整
備
や
処
理

場
の
維
持
管
理
を
行
う
た
め
の

会
計
で
す
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

農
村
地
域
の
快
適
な
生
活
環
境

の
実
現
を
め
ざ
し
、
排
水
事
業

を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

■
市
営
駐
車
場
特
別
会
計

中
心
市
街
地
や
商
店
街
な
ど
へ
の

来
訪
者
の
利
便
を
図
る
目
的
で

設
置
し
て
い
る
市
営
駐
車
場
を
管

理
・
運
営
す
る
た
め
の
会
計
で
す
。

　
特
定
の
事
業
を
行
う
際
、
特
定

の
収
入
を
も
っ
て
そ
の
支
出
に
充

て
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
特
別
会

計
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
、　
　  
の
と
お

り
７
つ
の
特
別
会
計
を
設
け

て
お
り
、
そ
の
予
算
総
額
は
、

１
６
３
億
８
３
４
１
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
税
や
県
支
出

金
を
主
な
財
源
と
し
て
、
医
療

給
付
な
ど
を
行
う
た
め
の
会

計
で
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
料
や
国
庫
支
出
金

を
主
な
財
源
と
し
て
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
会

計
で
す
。

特
別
会
計

企
業
会
計

市
債
現
在
高

表
１

表
２

表
３

平成 30 年度　６月補正後予算額
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先
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
様

の
温
か
い
ご
支
持
に
よ
り
、
市
政
運
営
へ
の

負
託
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
こ
の
上
な
い

光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
人
口
減

少
社
会
を
迎
え
、
重
要
課
題
が
山
積
し
て
い

る
中
、
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
こ
と
に
、
そ

の
使
命
と
責
任
の
重
さ
を
再
認
識
し
、
ま
さ

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
行
政
経
験
で
培
っ
た
私
の
持
て
る
力
を

十
分
に
発
揮
し
、
自
ら
限
界
を
設
け
る
こ
と

な
く
課
題
の
解
決
に
真
摯
に
取
り
組
み
、
責

任
を
も
っ
て
や
り
遂
げ
る
覚
悟
で
す
。

　
私
は
、
選
挙
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
隅
々

ま
で
足
を
運
び
実
情
に
触
れ
な
が
ら
、
地
域

の
皆
様
と
ご
意
見
を
交
わ
す
中
で
、
ま
さ
に

『
課
題
は
現
場
に
あ
る
』
こ
と
、
ま
ち
づ
く

り
の
課
題
は
ま
ち
に
身
を
置
い
て
こ
そ
発
見

で
き
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
私
は
職
員
と
と
も
に
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
ま
ち
に
出
て
、
ふ

る
さ
と
へ
の
熱
き
想
い
に
あ
ふ
れ
た
市
民
の

皆
様
と
の
対
話
を
深
め
、
こ
の
伊
万
里
が
、

本
当
に
『
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
』
と
実
感

で
き
る
ま
ち
に
な
る
よ
う
、『
仁
政
』
の
志
を

も
っ
て
、
市
政
運
営
に
邁ま

い

進
す
る
所
存
で
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
の
総
人
口
は
平
成
20
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
局
面
に
入
っ
て
お
り
、
国
を

挙
げ
て
の
地
方
創
生
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
状
況
に
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

市
政
運
営
の
基
本
方
針
と
重
点
施
策

平

成

30

年

第
２
回
定
例
会

所
信
表
明

市
政
発
展
の
基
礎
と
な
る

人
づ
く
り
に

重
点
的
な
投
資
を

　
今
年
度
は
、
市
長
改
選
の
年
に
当
た
り
、
当
初
予
算
は
義
務
的
、
経
常
的
経
費
な

ど
を
中
心
と
し
た
言
わ
ば
骨
格
予
算
で
し
た
。
今
回
の
補
正
予
算
で
投
資
的
経
費
や

政
策
的
経
費
な
ど
を
追
加
し
、
予
算
の
肉
付
け
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
補
正
予
算
な
ど
の
審
議
に
先
立
ち
、
４
月
27
日
に
就
任
し
た

深
浦
弘
信
市
長
が
市
政
運
営
に
つ
い
て
所
信
表
明
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。
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第１回定例会　塚部市長所信表明第２回定例会　深浦市長所信表明

　
本
市
の
人
口
動
向
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ

り
、
市
民
福
祉
の
さ
ら
な
る
向
上
と
地
域
の

発
展
を
図
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
市
政
運

営
の
仕
組
み
や
考
え
方
、
予
算
の
優
先
順
位

や
使
い
方
を
常
に
検
証
し
見
直
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、

将
来
を
見
据
え
た
施
策
の
展
開
は
必
要
で
あ

り
、
特
に
市
勢
発
展
の
基
礎
と
な
る
『
人
づ
く

り
』
に
つ
い
て
は
、
重
点
的
な
投
資
が
で
き
る

よ
う
、
取
組
を
再
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
将
来
の
発
展
の
た
め
に
は
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
人
な
ど
あ
ら
ゆ
る
市

民
の
皆
様
が
、
生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る
ス

テ
ー
ジ
を
い
か
に
用
意
で
き
る
か
、
ま
た
、

担
い
手
と
な
る
人
材
を
い
か
に
確
保
す
る
か

が
鍵
を
握
り
ま
す
。

　
特
に
、
子
ど
も
は
未
来
を
担
う
大
切
な
宝

で
あ
り
貴
重
な
人
材
で
す
。
そ
の
育
成
を
図

る
た
め
、
学
校
現
場
と
の
対
話
を
深
め
、
ま

ず
は
老
朽
化
が
著
し
い
学
校
施
設
の
整
備
や

維
持
補
修
を
最
優
先
で
進
め
る
な
ど
、
子
ど

も
の
学
習
環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
に
希
望
が
持
て
る
伊
万
里
市

を
実
現
す
る
た
め
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
仕

事
づ
く
り
に
力
を
入
れ
、
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
な
ど
、
信
念

を
持
っ
て
多
彩
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

※
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
主
要
な
施
策
の
概
要
と

予
算
な
ど
に
つ
い
て
、
総
合
計
画
の
５
つ

の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
に
沿
っ
て
説
明
し

ま
す
。

伊万里市長　　深　浦　弘　信
Ｈｉｒｏｎｏｂｕ　Ｈｕｋａｕｒａ
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